神踞す 「大聖 氷」 



わが 折 竹 孫 七の 六 年ぶりの 帰朝 は、 そろそろ、 魔境、 

未踏 地の 材料 も 尽き かけて 心細くな つ ていた 私に とり、 

じつに 天来の 助け舟の ような ものであった。 では、 そ 

れ ほど 私を悦 ばせ る 折 竹と はいかなる 人物 かとい うに、 

彼 は 鳥獣 採集 人と しての 世界的 フリ ー ランサ— だ。 こ 

の 商売の 名 は、 海 南 島の 勝 俣 翁に よって はじめて 知つ 

た 方 もあろう が、 日本 は ともかく、 海外で は なかなか 

の 収入になる。 ことに 折 竹 は、 西南 奥 支那の Hsifan 



シ ファン . テリ トリ— うんなん しせん せいかい 

—— すなわち、 北 雲 南、 奥 四川、 青 海、 北 

チベットに またがる、 「西域 夷 蛮地 帯」 通と して 至宝 視 

されて いる 男 だ。 

たとえば、 フィリッピ ン のカガ ヤン 湖で 獲れ る 世界 

最小の 脊椎動物、 全長わず か 二分ば かりの 蚤 沙 魚 

を、 北 雲南麗 江連嶺 中の 一 小 湖で 発見し、 動物 分布 学 

せじ ま 

に 一大 疑問 を 叩きつ けたの も 彼。 さらに、 青い 背 縞の 

ある 豺 の 新種 を、 まだ 外国人の ゆかぬ 東北 チべッ 

ト の 鎖 境 —— 剽盗 Hsiancheng 族が はびこる 一帯 

から 持ち かえった の も 彼 だ。 そうして 今では、 

西域 夷 蛮地 帯 の エキス パ ー ト として 名が 高い。 



しかし 折 竹 は、 どうも 採集 人と いう それだけ ではな 

いらし い。 理 学士の 彼が 教室に とどまらず、 とおく 海 

外へ ながれて 西南 奥 支那へ 入り こみ、 ほとんど を 蛮 雨 

裡に 探検隊と ともに 暮 している こと は …… いかに 自然 

児で あり 冒険家で ある 彼と はいえ、 少々 それだけ は、 

首肯し かねる 節が あるよう に 思われる。 

事実、 折 竹に は 〔# 「折 竹に は」 は 底本で は 「竹 折に は 匕 

別の 一 面が あるの だ。 彼 は、 外国 探検隊 員と いう 絶好 

の 名目 を 利用して、 その都度、 西南 奥 支那の 秘密 測量 

を やって いる。 日本が 他日、 この 地方への 大 飛躍 を 試 

みると き、 その 根底と なる 測地の 完成が、 いま 彼の 双 



が つうん と 痛くなる ような 気持で、 しばらく じぶんの 

用件 を もち 出す の も 忘れて いた ほど だ。 そこへ、 折 竹 

が 察した ような 態度で、 

「君 は、 Lha-mo-samwia-ctio を 知ってい るかね」 と 

ヽ iy。 

言 レ P7 

「Lha-mo …… タ：」 私が、 しばらく 目 を 見 はった のみ 

でな にも 言えなかった ほど、 それほど、 のつ けから 啞 

然となる ような 名前 だ。 彼が で は、 

ハ， I モ . サム パ . チョウ 

Lh6l-mo-samblIa-CI5 へ 行った のか、 いやいや、 あす 

こへ は 決して 行ける わけがない と、 心で は 打ち消しな 

がら やはり 訊かずに はいられな い。 



「君が、 まさか ハ 化った のではないだろう ね」 

「いや、 往 けば こそ だよ。 あすこ は、 

ナショナル ■ ジェ ォグ ラフィック ■ ソサエティ 

米国 地学 協 会の ダ ネック 君が、 ここ 数年間 

執拗な 攻撃 を 続けて いた。 僕 は、 その 最後の 四 回目の 

とき 往 つたの だが …… そのと きの、 想像 を 絶す る 悲劇 

のさ ま を 君に 話したい。 じっさい 僕 も、 そのと きの 衝 

撃 で 休養が 必要に なった の だ」 

といわれ、 はじめて 気がつい たように 折 竹 をみ ると、 

色 こそ、 ※※ 〔# 「けものへん + 果」、 17 + 7313、 148-2 〔# 

「けものへん + 羅」、 11 + 7380、 148-9U の※※ 〔# 「けものへ 

ん+ 栗」、 U + 2482B、 148-S 〔# 「けものへん + 敕」、 148-S 



のよう な 夷 蛮と 異ら ない が、 どこかに 影が うすれた よ 

しょうすい ショック 

うな 憔悴の 色が ある。 これ は、 きっと 肉体的な 衝撃 

よりも 精神的な もの だろうと、 思う とともに 期待の ほ 

う も 強まって くる。 彼 はたし かに、 なに か 想像 もで き 

ぬよう な 異常な 出来事に 打衝 つたに ちが いない。 

ハ— モ ■ サム. ハ . チョウ 

ところでまず、 Lha-mo-SamWia-ctio について 簡単 

な 説明 をして おこうと 思う。 

支那 青 海 省の 南部 チベット 境 を 縫い、 二 万 五 千 

フィ— ト 以上の 高峰 を つらねる 巴 顔喀喇 山脈 中に、 チ 

ベット 人が、 「天 母 生 上の 雲 湖」 とよぶ 現世の 楽土、 そ 

こに ュ— ト ピア ありと 信じて いる 未踏の 大群 峰が ある。 



また そこ を、 鹹湖 「青 海，」 あたりの 蒙古 人 は 

Kuso-Bhakator-Nor —— すなわち、 「英雄の ゆく 墓 海」 

と 称して いる。 

成吉思 汗が、 甘粛 省の トル メ カイで 死んだ という 

のみで、 その後 彼の 墓が いずこ か 分らな いのも、 おそ 

らく 此処へ 運ばれた ので はない かとい つてい る。 そう 

して そこ は、 揚子江、 黄河、 メ — コン三 大河の 水源 を 

なし、 氷河と 烈風と 峻険と 雪崩と が、 まだ 天地開闢 

そのままの 氷の 処女 を まもって いる。 では、 ここ はた 

ん なる ヒマラヤの ような 大 峻嶺 かと いうに、 ここ ほど、 

さぐれば さぐる ほど 深まる 謎 を もっと ころ はない。 ま 



ず 私たち は 名称に つ い て 考えよう。 

山で ありながら、 蒙古 称 も チベット 称 も 山と いって 

いない。 一 つ は 雲 湖、 一 つ は 墓 海 —— 。 してみ ると、 

その 連嶺の 奥に 湖水で も あるの かとい うに、 そこ はま 

だ、 飛行機 時代の 今日で ありながら 俯 観した ものが な 

いの だ。 ェ ヴェレス ト でさえ、 フエ 口 ー ス 大尉ら に 

よって 空中 征服が なし 遂げられ ている。 ところが、 こ 

こで は それ も 出来ない というの は、 主峰 をつつ む 常住 

不変の 大雲 塊が あるから だ。 うごかぬ 雲、 おそらく 天 

地 開闢 以来お なじま まだろう 雲 —— 。 およそ 雲と いえ 

ば 流動 を 思う 読者 諸君 は、 ザ J - J でまず 最初の 謎 を 知 つ 



たわけ だ。 

なるほど、 モンス— ンの 影響 をう ける 季節の この 連 

ときたま 

嶺の 密雲 は すさまじい。 しかし、 その 季節 以外 は 時偶 

は リム. ボ—. チ H さんてん 

霽れて、 Rim-bo-ch-e (紅蓮 峰) ほか 外輪 四 山の 山巔だ 

けが、 ちらっと 見える ことがある。 しかし 主峰 は、 い 

つも 四 万フィ ー ト にもお よぶ 大 積乱雲に 覆われて いる。 

だいたい これ は、 気象学の 法則に ない ことで、 二 万 五 

千フィ ー 卜の 上空に は 巻 層雲し かない。 それが、 時に 

は 雷 を 鳴らし 電光 を 発し、 大氷嶺 上で 時なら ぬ 噴火の 

さま を呈 する —— その 怪雲は 明らかに 不可解 だ。 と 同 

時に、 雲 湖と チベット 人が いい、 墓 海と 蒙古 人が いう 



き リム ■ ボ ー ■ チ ェ 

綺らび やかな 彩 光 を はなつ の だ。 すなわち、 紅蓮 峰 

は 紅に ひかり、 さらに、 白蓮、 青 蓮、 黄 蓮と 彩 光 どお 

りの 名が、 それぞれの 峰に つけられ ている。 で ここに 

「絵 入 ロンドン • 二 ュ— ス」 の 短文で は あるが、 第 一 回 

「H< 母 生 上の 雲 湖」 探検 記 を 隊長 ダ ネックが 寄せた な 

かから、 彩 光に 関する 部分 を 抜き だして 掲げて みょう。 

—— この 霞んだ 空の ひかりと 淡い 曇り を さして、 こ 

の 地方の 土民 は 晴天 だとい つてい る。 それほど、 碧い 

空と 陽の ひかり は 滅多に 訪れて こない。 私たち はい ま、 

ら ま 

ここが 人界の 終点 だ ろうと 思う バ ダジ ャッ 力の 喇嘛 寺 



とざ 

ヒマラヤ を 越え 北へ ゆく こと 数千 里、 そこに 氷に 鎖 さ 

れる香 酔なる 群峰が あり、 その 主峰 を よんで 

阿羅 迦槃陀 といい、 すなわち それ は、 高原 中の 大 都な 

る 音 心 で ) J ざり まする。 

おう、 蓮 芯 中の 宝玉よ、 ァ— メン」 

と、 私 は 祝福され 若干のお 布施 を とられた。 これで、 

私の 来世が はなはだ 良い そうな ので ある。 高僧 は、 な 

おも 節の ような もの をつ けて、 勿体そう に 語って ゆく。 

ナブ ナティ ョ ■ ラハ ー ド 

「で、 そこに は、 四 大河の 水源 をな す 九十 九 江 源 地な 

アム ラバ アム パラ ヮ ティ ヴ イシ ュ ラヴ ナ 

る 湖水 あり、 その 湖上に は、 具 諸 衣 宮殿なる 毘沙門天 

の大宫 殿。 さらに、 外輪山 はこれ 四 峰 あり、 阿吨 曩吨、 



倶 曩吨、 波 里倶娑 曩吨、 曩拏波 里迦。 そうして それ ぞ 

れの 峰に は、 発する 彩 光の 色に より、 四と おりの 別名 

あり。 紅 にかが やく は、 紅が 蓮の 咲く 花 酔 境、 白光 

を 発する は 、 白 氷 蓮の 咲く 吉祥 酔 境な ど で > J ざり ます 

る。 そこ は、 氷 嶺とは 申せ 気候 春の ごとく、 あらゆる 

ヴィ シ ュ ラヴ ナ 

富貴、 快楽 を 毘沙門天が お与えく ださいます。 私 ども 

も、 そこへ 行き着き とうて 修行いた します なれ ど、 ま 

だ 花 酔 境の 裾 をみ たもの も ございませぬ」 

ら ま 

ュ— ト ピア、 これ こそ 喇嘛の 夢想 楽土で あるが、 し 

かし 孔雀 王 経 中の 四 峰の 彩 光と いい、 すべてが 現実 そ 

のま まなの も 奇怪 だ。 花 酔 境と は、 すなわち 今い う 



リム. ボ—. チェ ナブ ナティ ョ + ラハ —ド 

紅蓮 峰で あろうし、 九十 九 江 源 地と は、 三 大河の 水 

源と いう 意味であろう。 理想郷 も、 よし 今 はなく も 遺 

跡ぐ らい はあろう と、 ますます 大氷嶺 の 奥 ふかくの も 

のに 心 を ひかれ、 いま 冷い 密雲に 鎖され うしなわれた 

地平線の かなた を、 私 はしば らく 魅入られた ようにな 

がめ ていた。 

しかし、 あの 彩 光の 怪は 科学的に 解けぬ ものだろう 

か。 私 は、 あれが 水晶の 露頭で はない かと 考える。 し 

かも それが、 そばの ラジウム 含有 物に よって 着色され 

たので はない かと、 推察す る。 ラジウム、 含有 瀝青 土^ 

I 私 は、 神秘 境 「天 母 生 上が 雲 湖」 を大富 源と して 



も 考えて いる。 

だが、 登 行を果 さずに なんの 臆測 ぞゃ だ。 これから、 

外輪 紅蓮 峰の 裾まで 八十 マイル 強、 そこの 大 氷河、 

ささよ 

堆石の ながれ 崎岖 たる 氷稜 あり 雪崩 あり、 さらに、 風 

速 七十 メ— トル を 越える 大 烈風の 荒れる 魔 所。 私たち 

は、 やがて 犛牛を かり 地獄の 一 本道 を ゆかねば ならぬ。 

ところが、 三年 をつ いやし 三回の 攻撃 を 続けても、 

ついに ダ ネックら は 紅蓮 峰の 裾の、 大 氷河 を 越える 

こと はでき なかった。 そこ を、 吹きお ろす 風 は 七十 

メ ー トル を 越え、 伏しても、 はるか 谿 底へ 飛ばされて 

しまう の だ。 —— 以上が 私の、 「H< 母 生 上の 雲 湖」 につ 



いての 貧しい 知識で ある。 それへ 折 竹が、 三回の 探検 

えんしょう 

による 科学的 成果と、 偶然、 彼が 発見した 新援 蔣ル— 

トの話 を 加える。 

「ではまず、 本談に 入る まえに だね。 ダ ネックの、 失 

敗 中に も 収穫が あった こと を 話して おこう。 それ は、 

リノ ツエ ロス . アンチ クス 

バダ ジャッ 力の ある 洪積層の 谿 谷から、 前世界 犀 

の 完全な 化石が 発見され たこと だ。 こいつ は、 高さが 

十八 フィ— トも ある おそろしい 動物で、 まだ そのころ 

は 犀 角 もな く、 皮膚 も 今と ちがって すべす ベと してい 

た。 ところが、 こいつが いたのが 二十 万年 ほど まえの、 

第三紀 時代の ちょうど 中 ごろなん だ。 洪積層 は、 それ 



ル— トが あるので はない か^ しかし それ は、 

『H< 母 生 上が 雲 湖』 の 裾 続きで 遮断され る。 裾と いつ 

て も、 二 万 フィ— トを 下る 山 はない の だからね」 

「すると」 

「ところが、 僕 は 予想 を 裏切られた。 マァ これ は、 本 

談 のなかで 詳しく 話す ことにしよう。 で、 

『天 母 生 上の 雲 湖』 で 起った おそろしい 出来事 だが… 

…惜しい ことに、 僕に は 君の ような 文士 を 納得させる 

ような 喋り 方が 出来ない。 サァ、 なんとい うか 文学的 

というの かね。 それほど、 これ は 人間の いちばん 奥 ふ 

かいものに 触れて いる」 



折 竹 は 次のように 語リ はじめた。 



白痴 女と 魔境へ ゆく 男 

ぼ ろ み じ 

檻褸 よりも 惨め —— と は、 失敗した 探検隊の ひき 上 

げを いう 言葉だろう。 ダ ネック は、 基地の 察緬 へ 

ま う ま. う 

這々 の 体で もどって きた。 ここ は、 折 竹が 三年 もい る 

土地で ある。 西 雲 南の、 東経 百度の 線と 北回帰線 のま 

じ わる 辺り、 そこ だけ 周囲と かけはなれた 動物 区 をい 



リ— ミ ェ ン + サフプ ロヴ イン ス 

となんで いる、 いわゆる 察緬小 地区の 盆地 だ。 

折 竹 は、 アメリカ 地理学 協会の 依頼で 探検に は 加わ 

らず、 もっぱら ここで 採集に 従ってい たの だ。 すると、 

その 第三 次 「天 母 生 上の 雲 湖」 探検の 犠牲者の なかに、 

"Kellett" 全 覆 式ォ— ト ジャイロの 操縦 者 でタ マス 木 

戸と いう、 彼の 腹心 ともいう 二世の 青年が いたので あ 

る。 折 竹が、 それに 気付いた ときの 失意の さまと いつ 

ごうき 

たら、 剛毅な 彼と はとうて い 思えなかった ほど だ。 木 

戸 は 飛行 中 「天 母 生 上の 雲 湖」 の 主峰の 雲に ひき 込ま 

れ たの だ。 

「とにかく、 木戸 君 を 酷使した 嫌いが あつたか もしれ 



「じ やそれ を、 木戸 君が 確め たの かね」 

「いや、 ただ 最後の 無電で そう 推察で き るんだ。 機 は 

いま、 旋 流に まきこまれ、 主峰の 雲へ 近付いて いく I 

I それが まず 最初の ものだった。 続いて、 もう 我らに 

は旋流 をの がれる 手段 はない。 神よ、 隊員 諸君と とも 

にあれ —— とあった。 と 間もなく、 たしか 五、 六 分 経つ 

てからだろう、 とつぜん 『大 渦巻』 という あの 一 言が 

はいった。 僕ら は、 もう 絶望し 胸せ まって 十字 を 切つ 

た。 すると だよ」 

「ふむ」 

「それから は、 誰も 感慨ぶ かげな 顔で もの も 言わない。 



あきら 

そこへ、 もうない と 断念め ていた ころ、 ふいに 最後の 

通信が きた。 見た —— という、 たった 一言 だが、 見た 

というんだ。 そして 木戸 は、 その 謎 語 をの こした まま 

無電の ォ— ハラと ともに、 おそろしい 魔境の 神に 召さ 

れ たの だ」 

ガロフ オラ 

その 無電のう ち 「大 渦巻」 と 打った ころ は、 たしか 

に 木戸の 機は怪 雲に 入って いたにち がいない。 それが 

たんなる 巨大な 渦 雲に すぎない という こと は、 ただ そ 

の 一 言 だけで も 容易に 想像が つく こと だ。 それから、 

機 は 旋回しながら 墜ち こんで 行った のだろう。 そして、 

ハ— モ . サム パ . チョウ しんかく 

「天 母 生 上の 雲 湖」 の 真 核の 地上ち かくに なって、 木戸 



はたし かに 何物 か を 見た の だ。 

ュ —トビア^ 数 マイル 切リ 下れた 大空 洞の 底。 そ 

こ は、 零下 六十 七 度の 地表と はちが い 和やかな 春風が 

吹き、 とうてい 想像 もで きぬような 桃源境が あるので 

はない か^ いや、 木戸 は それ を 見た ので はない か？： 

と、 最後に 木戸が 投げつ けた 謎 語 をめ ぐりながら、 よ 

くやった、 最後まで 気力 を 失わなかった の はや はり 日 

き あ い 

本人 だと、 涙と 奇靉を ひろげる 夢想 世界の なかで、 し 

ばらく 折 竹 は 一 言 もい えなかった。 

そこへ、 きゅうに ダ ネックが 激越な 調子に なって、 

「いよいよ 僕 も、 『天 母 生 上の 雲 湖』 と はお 別れと いう 



は、 もっと、 大きな 大きな 感情の 昂 まりで なければ な 

らぬ。 では、 なにが 折 竹 をそう させた かとい うに …… 

さっき 彼が 私に 話した 新 援蔣ル —トの 所在 を、 木戸が 

「天 母 生 上の 雲 湖」 を さぐる 飛行 中に 発見した からで 

ある。 

揚子江 上流の 一分 流の Zwagri 河が、 「天 母 生 上の 

雲 湖」 とバダ ジャッ 力の 中間 あたり を 流れて いる。 絶 

壁と、 氷蝕 谷の 底 を、 ジグザグ 縫う その 流れ は、 やが 

て 下流 三十 マイルの あたりで 激流が おさまり、 みる も 

よど とろ 

淀んだ ような 深々 とした 灘 になる。 そして その 瀞が、 

断 雲た だよう 絶壁 下 を 百 マイル も 続いて いる。 



ところが 一 日、 木戸が その 瀞を ゆく 見馴れぬ かたち 

の 舟 をみ たの だ。 どうも、 土地の タン ダウト 土人の 

樅 皮 舟と もちが う。 しかも、 それが 一 つや 二つで はな 

く 二、 三十 艘も 続いて いる。 で 結局、 それが 英 海軍で 

ピン ネス ■ パ ー ジ 

つかう 兼帆蜉 だった の だ。 とにかく、 チベット を 横 

切り 「天 母 生 上の 雲 湖」 を 左に 見、 Zwagri の大瀞 をく 

だって 陸揚げし たもの を、 一路 重慶へ もちこむ 新援蔣 

ル ー トだ。 

折 竹 は、 木戸から その 報 を 得た とき、 これ は 黙視で 

きぬ、 と 考えた。 といって そこ は、 万嶽 雲に けむる 千 

せっしやくわん は が 

三百 キロの かなたで ある。 彼 は、 切歯扼腕、 歯 嚙みを 



して 口惜しが つたの だ。 

すると そこへ、 もしも そこへ 行けたなら という 仮定 

の もとに、 その ル— ト 破壊の 大奇 案が うかんで きた。 

ほんたん ヅ ヮグリ 

それ は、 奔湍巌 を かむ 急流の Zwagri が、 なぜ そ 

こまで が 激流で、 そこから が瀞 をな すの か それ を、 

折 竹が 謎と して 考えた からだ。 灕と は、 数 段の 梯状 

をな す 小瀑の 下流 か、 それとも、 ふいに 斜 状の 河床が 

平坦になる かなの だが、 この Zwagri の 場合 はいず 

れの もので もない。 とこ こに、 「天 母 生 上の 雲 湖」 の 

ナブ ナティ ョ ■ ラ ハ —ド 

九十 九 江 源 地からで て、 地下の 暗 道 をと おり 水面下に 

注ぐ 川が あるので はない か。 暗黒 河 は、 中央アジアの 



大名 物で ある。 それが、 「天 母 生 上の 雲 湖」 付近に 必ず 

しもない とはい われまい。 

つまり、 Zwagri の その 点 を さぐって 暗 河 道 をふさ 

ぐ か、 それとも 「天 母 生 上， の 雲 湖」 へ わけいって 源流 

を 閉じる か、 —— その 二者 以外に 遮断の 方法 はない と 

考えて いた。 なぜなら、 水量が 減れば 激流と なって、 

そこの 舟行が たちまち 杜絶す るからで ある。 

「くそつ、 力— ネギ— の 金庫 を 背負った 学会が なんて 

醜態 だ。 二度 や 三度の、 失敗で 平 張る なんて、 外聞が 

ある ぞ。 俺 も、 今度 こそ は往 つてと 思って いたのに… 

〜」 



ダ ネック も、 さすが その 日 はぐったり していた。 彼 

は、 アメリカに 籍は あるが チェコ 人。 精悍、 不屈の 闘 

キ ャ ナデ イアン 

志 は 面が まえに も 溢れて いる。 三十 代に、 加奈陀 ロッ 

キ ー の 未踏 氷河 Athabaska をき わめて 以来、 十 年、 

ス ノウ. ライン 

彼は恒 雪線と たたかつ ている。 雪焼け はとうに、 も 

う 地色に なって いて、 彼 は 自他と も ゆるす 世界的 

氷河 研究家 だ。 

「弔い合戦」 と、 のぞき 込む ような 目で ダ ネックが 言つ 

た。 それ は、 彼 自身に とっても 身 を 焼く ような 執着で 

ある。 

「君 も、 今度 は 木戸の ために 闘う ところだった ね。 『天 



さ ぃギ. I しん ほうほう 

猜疑心 を 燃やす 癖が ある。 いま も 這々 の 体で もど つ た 

ところへ 新しい 隊と 聴き、 彼 はさながら 身 を 焼く よう 

な 思いだった ろう。 ところが、 折 竹が 含み わらい をし 

て、 

「マ アマ ァ、 話 は 全部 聴いて からにし 給え。 それが ね、 

探検隊と はいえ、 じつに 妙な ものなん だ。 触れ込み は 

そうで も、 総員 男女 二人し かいない」 

「なんだ？：」 ちょっと、 ダ ネックの 顔色が 和らいだ。 

案外、 事実 を 知ったら 吹き だすよう な もの かもしれ な 

い。 彼 は、 バンド を 揺って、 嗤 いながら 立ち あがった。 

「そうか、 其奴が、 僕の 『天 母 生 上の 雲 湖』 における 経 



験 を 聴きたい というの だね。 よろしい、 今夜 その ちん 

まリ とした 探検 屋に 逢つ て やろう」 

アメリカ 地理学 協会 「M< 母 生 上の 雲 湖」 攻撃隊 は隊 

員 二十 一名、 人夫 は、 苗 族、※※ 〔# 「けものへん + 果」、 

11 + 7313、 161-3U 〔# 「けものへん + 羅」、 17 + 7380、 161-37 

モッソ 各 族 を 網羅し 二百 余 名な のに、 ここに、 あらた 

に 現われた 新隊の 人数 総員 二 名と は、 まずまず 聴けば 

ままごとの ような 話で ある。 ダ ネックと 折 竹 は、 その 

日の 夕が た 新来 者の 宿 を 訪れた。 

そこ は、 折 竹と 懇意な 漢人の 薬 房で、 元 肉、 当帰樹 

などの 漢 薬の くすぶつ たのが 吊されて いる。 店 をと 



おって 奥まった 部屋へ とおされた。 そこに は、 浮腫で 

も あるの か睡 たそうな 目 をした、 五十 がらみ の ずん ぐ 

りと した 男が 立って いる。 -丁抹 の、 クロム ボル グ紀 

念 文化 大学の 教授 ケル ミッシュ といった。 やはり 彼 も、 

ぼんご 

チェ コ 人で 梵語 学者で ある。 

「ここで、 国のお 方に お逢いで きる と は、 望外な 倖せ 

です。 私 は、 『元 母 生 上， の 雲 湖』 登攀の 希望 を もって、 

きわ 

いささか 仏教 文学の 方面から も あの 地 を 究めて ぉリま 

すので …… 」 

「それ は」 とダ ネックが 無遠慮に 遮った。 

「あなたの は、 つまり、 教室 だけの 『天 母 生 上， の 雲 湖』 



きわ 

あなたが、 五 か 年の 辛苦の すえ やっと 究めた もの 以上 

を、 私 は、 ョ ー 口 ツバに おりながら 不思議に も 存じて 

いるので す。 ねえ、 まだ 短文 以外の 探検 記の 発表 は あ 

りません ね。 隊員 中、 途中で 帰国した 方 も 一人 もない 

と 思います が」 

ぐろう うな 

「ふうむ」 ダ ネック は 愚弄され たように 唸った。 五 年 

間、 人力が つくせる 最高の エネ ルギ— を 発揮して、 氷 

河と、 大 烈風と ひつ 組んだ じぶんの あの 労苦 を、 いま 

舌 三寸で 事 も なげにい うこの ぺ テン 師と、 彼 は 怒気 あ 

ふれた 目で、 ぐいと 相手 を にらみ 据えた。 

「君が、 そんな 魔法 K いなら 羽く らい は あるだろう。 



里の 雲煙 をへ だてた ョ ー 口 ツバに いて 知る と は、 なん 

と いう 化物の ような 男だろう か。 

ぼうぜん 

ダ ネックが、 打ちのめされ たように 茫然と なって い 

ると ころへ、 ケル ミッシュの もの 静かな 声が 続く。 

「これで、 ダ ネック 教授 もお 分りに なった ことと 思う 

私 は、 今次の 探検に ついて あなたの 協力 を 求める。 い 

や、 ぜひお 力添え を 得たい と 思う。 それに 就いて …… 」 

と 言い かけた とき、 バタンと 扉が あいた。 西日が 

叢 葉の すきから 流れるな かへ 金髪が 燃え、 ひとりの、 

白人 女が ふらふらと 入つ てきた。 

「ああ、 ケ ティ」 ケル ミッシュが、 ちょっと HP をし か 



め 立ち あが つ て 肩 を 抱いた。 

へ きが ん 

見る と、 金髪の 色と いい 碧眼の 澄み かたと いい、 一 

点、 非の うちどころ のない ドイツ 娘で ある。 しかし、 

それ 以外の 部分 はなん という 変り かた？： 厚い 唇 を だ 

さま 

らリと 空けた 様。 

顔 はだ だ 広く 鼻 は 結節 をな し、 ほそい 目の 瞼が き 

りつと 裂けて いる —— まさに、 このほう は 完全な 蒙古 

人 だ。 そのうえ、 一 目で 白痴で あるの が 分る の だ。 

これ かと、 ダ ネック も 折 竹も啞 然と 目 をみ はった。 

これが、 ケル ミッシュの 同伴者と はます ます 出で て奇 

怪だ。 癡呆を 連れてき て あの 大 魔境への ぼる^ さつ 



リム + ボ— . チェ 

きの 紅蓮 峰 の 山嶺の ことで グ ワンとの めされた 一 一人 

は、 いよいよ 神秘 錯雑 をき わめる この ケル ミッシュの 

リ ほうこう 

ために、 いま は、 引かれる ままの 夢中 裡の 彷徨 だ。 

日が 落ちた。 巨 竹の 影が 消え 角蛙が 啼き だした。 

暑さ はいく ぶん 退いた が、 二人の この 汗 は。 



大 氷河の 胎内へ 

その 夜から、 ダ ネックの 懊悩が ひどくな つた。 なん 



の、 ぺ テン 師、 売名 漢と 初手から 見くびった ケル ミツ 

シュ が、 さながら 人間以上の おそろしい 力 を もってい 

る。 もしも、 彼ダ ネックが 優秀な 科学者で なければ… 

に ケル ミッシュ も あの 娘 も 魔境 「チ母 生 上の 雲 湖」 

の、 ュ ー ト ピアの 住人が ひそかに あらわれた くらいに 

思う だろう。 

だが、 この場合 懼れ るの は 登攀の 成功 だ。 魔境の 大 

偉力に 対する ダ ネックの 科学より、 むしろ 神秘 対 神秘 

力で ケル ミッシュ ではない のか。 辛酸 五 年の 労苦が 

す、， ほう いだ 

水泡に 帰した ところへ、 あらたな 力 を 抱いて 魔境へ ゆ 

くケル ミッシュ をみ る、 ダ ネックの 胸の なかの 切な さ- 



ハ— モ . サム バ + チョウ ナブ ナティ ョ . ラハ— ド 

『天 母 生 上の 雲 湖』 の 九十 九 江 源 地から 流れて きたの 

です。 私 は、 あの 大氷嶺 のなかの 天 母 人の 文化、 魔境 

の、 天険の なかに も 桃源境が あると 思う と、 思わず、 

われ 行かん ュ— ト ピアへ と 叫んだ のです。 

いま、 国 をう しなった チェコ 人の 願い は、 どこか 地 

図に ない 国が あれば、 そこへ 往 きたい。 そして、 亡国 

よと いう 声 を 聴かずに いたいと いうので す。 折 竹さん、 

これ は 国運 日々 にす すむ 東亜の 盟主、 日本の あなた は 

とうてい 分りますまい。 いや、 あなた は 亡国 者の 無 気 

力の 夢と 嗤 うでしょう」 

見る と、 ケル ミツ シ ュ の 双 頰がニ 筋 三 筋 濡れて いる。 



合で、 はじめて 『天 母 生 上の 雲 湖』 の 言葉が 完全に 読 

めた わけです。 ケ ティ は 蒙古 型癡呆 というよりも、 

天 ^ 型癡呆 です よ」 

「すると」 と 折 竹が 口 を はさんで、 「き つ と 太古に、 ョ ー 

口 ツバ へきた 天 母 人の 一 族が あつたの でしよう」 

「そうです。 その 血が、 なんでい まの 白人種に 絶無と 

いえる でしよう。 ですから、 私 は 東洋 思想に 溶け こん 

でい るせ いか、 有色 人 蔑視 を やる 白人種 を 憎みます。 

ナチ スの浄 血、 アングロサクソンの 威 —— かえって 彼 

さげす 

らは、 じぶんら にある 創 成の 血 を 蔑んで いる」 

続いて ケル ミッシュ は、 いずれな にかの 役に きっと 



立つ と 思う ので、 ケ ティ を 連れてき たといった。 世界 

に 一人、 秘境 「天 母 生 上の 雲 湖」 の 言葉 を 読む 白痴の 

ケ ティ、 その 彼女 を 連れて 魔境の なかへ 消えよう とい 

う …… この ケル ミツ シ ュ の 探検 ほどお よそ 奇怪な もの 

はない。 

折 竹 は、 それから 懸命に ダ ネック を 説いた。 途中 は、 

リ ー キャン 

麗江 の あたりから 二 万 フィ— ト 級の 嶺々 が、 約 七、 八 

百 キロの あいだ を ぎっしりと 埋めて いる。 それに、 

WOLO のように 標悍な 夷 蛮 はあり、 ともかく 

西域 夷 蛮地 帯 を ゆく に は 経験に 富んだ、 ダ ネックの よ 

うな エキス パ ー トを俟 たねば ならぬ。 しかし、 ついに 



折 竹 は 相手 を 説き伏せた。 名 を、 ダ ネック 探検隊と す 

ると いう ことにして、 ともかく、 名利 心 を 釣り 納得 さ 

せた ので ある。 よかった と、 彼 は ホッと 吐息 をした。 

これで、 いよいよ 援蔣ル ー ト 遮断の 日 も 近いと、 ひそ 

かに 故国の 神へ 折 竹 は 感謝した。 

これに は、 富有な ケル ミツ シ ュが全 資産 を 注ぎ こみ、 

いよいよ 準備 成った 翌年の 三月、 蜿蜒の 車輛 を つらね 

る 探検隊が 察緬 をで た。 そこから 大理、 大理 から 

リ ー キャン シ ファン ■ テリ トリ ー 

麗江、 じつに そこが 西域 夷 蛮地 帯の 裾 だ。 北緯 二十 

六 度、 V 字 型の 谿には 根 樹の気 根、 茄苳、 巨 竹の あい 

きょ うちく とう 

だに 夾竹桃が のぞいて いる。 



「おい、 どうした 君、 歩け ないかね」 

ケル ミッシュが、 おそらく 老年の 豹で も あるいたら 

しい 泥濘の 穴に 足 を とられ、 ぺ たりと、 面 形 を 地に つ 

け 動け なくなって しまった。 そこに は、 暖水を このむ 

大 蟻が 群れて いる。 陰湿の、 群 葉の した は 湯気の よう 

な沙霧 だ。 

「さあ、 足 を 踏ん ばって .：：• 、 おい ケ ティ、 ケル ミツ 

シ ュ 君に 肩 を 貸して やれ」 

あ. T- 

「なんて、 意気地が な い 。 男 ざ かりが、 泡ァ ふつ くらつ 

お か すべ 

て 可笑しくな るよ。 おや、 なんてえ 滑つ こい 肌だろう」 

この、 疲れ を しらない 石 人の ような 頑健 さ。 時々 ケ 



い きづ え 

ティ は 弱い ケル ミッシュ の 生 杖に なって いた。 

しかし、 そこから は 一 歩 一 歩が たかく、 それまで 

せんだん じゃこうじか 

栴檀の あいだ に 麝香鹿が あそんで いた 亜熱帯 雲 南が 、 

一 変して 冬と なる。 揚子江の 上流 金沙 江の 大 絶壁。 じ 

つに、 雲 を さく 光峰から くらい 深淵の 河床に かけ、 見 

事に も 描く おそろしい 直線。 それが、 一枚岩と いうか 

屏風岩と いおうか、 数千 尺 をき り 下れる 大 絶壁の 底 を、 

わずかな 苔 経 を さぐり 腹這いながら ゆく ような ところ 

が ある。 そこ は、 鳥 も 峡谷の くらさに あまり 飛ばない 

ところ …… 。 そこ を、 やっと 抜けで て西康 省に 入れば 

きく シ ファン. テリ トリ— 

いよいよ 崎嶇を かさねる 西域 夷 蛮地 帯の 山々。 



いながら 話した ので ある。 あんな 白痴 を、 ただ 天 母語 

が 読める だけで 連れてく る もんだ から、 ケル ミツ シ ュ 

君 も、 えらい 目に 逢 うんだ。 だいたい、 無 思慮、 無 成 

算 でケル ミッシュ 君 は 駄目 だ。 やはり、 これ は 俺の 探 

検だ ねと、 ダ ネックが 鼻高々 に 言う ので ある。 しかし 

それ は、 ただ 浅い とこし か 見えぬ、 人間の 目に すぎな 

い。 翌朝から、 すべてが 白痴 ケ ティ を 中心に 廻転して 

ゆく ようにな つ た。 

朝 まだき、 と つ ぜん 銅鑼 や 長 喇叭の 音が とどろいた。 

ェ— ゴ ようら く 

みると、 耳 飾 塔 や 緑 光 瓔珞を たれた チベット 貴婦人、 

尼僧 や 高 15 を したがえて 活仏が 到着した。 生き： ：5 さま、 



影が すうつ と 流れて くる。 むくんだ、 銅 光りの する 顔 

がちよ つと 視 いたが、 それ はやが て ひれ 伏した。 

ミンチ . カン キン カン キン あなた 

「生き 観音、 おう、 まことの 観音と は 貴女 さま じ や。 

ヴ イシ ユラ ヴナ カネ シャ 

毘沙門天の 富、 聖 天の 愉楽 を、 おう、 われに 与えた ま 

え」 

あたま 

ケ ティに は、 なんでそう いわれた のか、 考える 頭脳 

はない。 常人で も、 それ はじつ に 解し がたい こと だ。 

しかし 彼女 は、 それ を 機会に てんで 無口に なった。 そ 

もうげん 

れ までの、 のへのへ と 笑み 妄言 を 言う ケ ティ は、 もう 

何処かへ 消えて しまったの だ。 ただ、 

「天 母 生 上の 雲 湖」 を 覆う 密雲 を のぞんで は、 時々、 き 



ら つ と 光つ て は 消える 大 氷河の かがやきに …… そのと 

きの 笑み はてんで 違う ものに なって いた。 彼女 は、 な 

にかの 叫び声 をう け はじめた の だ。 

「ケ ティ は、 何処に いるね」 ダ ネックが ちょっと 意気 

込んだ 声で 折 竹に 訊いた が、 相手の 様子 をみ ると いき 

まぎら 

なリ 言い 紛 わせ、 「いやね、 大 氷河の したの AF 点の 

傾斜 を 測りた いんだ。 ケル ミッシュ 君が いじって いた 

セォ ドラ イト 

経緯 計 はどうし たね。 君、 ケル ミッシュ 君 を 見かけな 

かった かね」 

それ は、 やはり 折 竹 も 気付いて いた ことだった けれ 

ど、 きゅうに ケ ティが 美しく みえて きたの だ。 あるい 



は それ は、 周囲の 自然の 線が 微妙な 作用 をす るの だろ 

うか。 荒茫 ただ 一 色の 雪の 高原に たち …… 風 や 雷に き 

のこぎ リ 

ざまれ た 鋸 状の 尾根 を 背に した ケ ティ は、 あの 醜 さ 

を 消し 神々 しいまでに 照り映える。 と 急に、 彼女 をみ 

る 男の 目 もちが つてく る。 ダ ネック もケル ミッシュ も、 

ケ ティ を 雄の ように 追い はじめた の だ。 

「ダ ネック 君、 君 は 近 ごろ どうかして いるね」 折 竹が、 

もし ケ ティの 問題で この 探検隊が 崩れる ようで はと、 

一 日、 ダ ネック を とらえて 真剣に 問い はじめた の だ。 

「どうしたって^ 僕 は 相変わらずの 僕 さ」 

「いや 違う。 まえに は、 もっと 剛毅 不屈な ダ ネック 



だった ね。 それが、 山男の くせに 女の 尻 を 追い まわす。 

それ も 白痴の ケ ティと は、 呆れた もんだ と 思うよ。 ケ 

ティ は …… やはり 白痴で 醜い女 さ。 ただ、 それ をみ る 

君た ちの 目が、 妙な 工合に 違って きた だけなん だ」 

「そうか、 僕 もそう いや 気がつい ている ことがあ るん 

だ。 君が ケ ティ をみ る 目 も 尋常 じ やない よ」 

折 竹 は、 俺 も かと 思う と ぞっと 気味 わるくな つた。 

じぶん だけ は、 男の なかで も 超然と して、 なんの 白痴 

ささ い 

女と 些細 も 思わぬ と 考えて いたのに、 やはり、 ダネッ 

ク がみる じぶんの 目 もちが つてい る^ それが、 「天 

母 生 上の 雲 湖」 の 不思議な 力だろう か。 いまに、 この 



バダ ジャッ 力で 愚図付い ている うちに は、 全員が 気 違 

いに なって しまう ので はない か。 さすが、 援蔣ル —ト 

をふさぐ 大使 命 を もつ だけに、 まだ 折 竹 は 正常 さ をう 

しなって いない。 

そこで、 二人 を 急き たてて 攻撃 準備 をい そぎ、 いよ 

いよ その 三日 後 魔境へ 向う ことにな つた。 海抜 一万 六 

千 フィ— トの ここ はなん の 湿気 もない。 ただ 烈風と 寒 

冷が 髭 を 硬 ばらせ、 風 は 隊列 を薙 いで 粉の ような 雪 を 

くし せんぽう 

浴びせる。 やがて、 櫛の ような 尖 峰 を 七、 八つ 越えた 

のち、 いよいよ 「^母 生 上の 雲 湖」 の 外輪 四 山の 一 つ、 

紅蓮 峰の 大 氷河の 開口 へ でた。 



すると、 この 難関 を あくまで 切り抜けて、 ぜひ 魔境 

ナブ ナティ ョ ■ ラハ ー ド ッ ヮグリ 

に 入り 九十 九 江 源 地の、 Zwagri の 水源 をふさがねば 

ならぬ 折 竹 は …… 。 しばし、 目 をと じていた が、 ポン 

と 手 をう つ て、 

「ある、 名案が ある」 とさ けんだ。 

「えつ、 一体 どんな ことがあ るんだ？」 

「それ はね、 氷河の 表面 を ゆかず 底 を ゆく ことなんだ _ 

たとえ、 どんな 大 科学者が どんな 発明 をしょう と、 た 

とえば、 千 ポンドの 錘り をつ けようと、 この 風の なか 

は往 けぬ よ。 しかし、 氷 罅 をく だって 洞 を 掘ったら、 

どう だ」 



る。 そこで、 恐怖 は 絶頂に 達した が、 別に、 氷 を やぶつ 

て 突きで た 爪の ような もの もない。 それに、 ダ ネック 

の 頸に は 傷 もな く、 痛み もない のになん とした ことか _ 

あくまで、 粘った まつ 赤な 血 だ。 ダ ネック はじつ とな 

がめ ていたが、 「な ァん だ」 とフ フンと 笑 い、 

ヒルデ ブラン チア ■ リヴ ラリス 

「紅 藻の、 じつに 細かい やつ だ」 と 言った。 

見る と、 紅藻 を ふくんだ 天井の 氷が 飴の ように 垂れ 

てく る。 しかも 一層、 四 人が うごく 微動に つれ 甚だし 

すだれ 

くな つてく る。 氷河 氷の 雨が、 簾 を 立てた ように 降 

せきじゅん 

りしき るかと 思えば、 また、 太く 垂れて 石筍 をつ くり 

つるつる 壁 を 伝わる 流れ は 血管の ように 無気味 だ。 そ 



「これまで だ。 もう、 われわれ は 断念め ようじ やない 

か」 とダ ネックが 力なげ に 言いだ した。 「僕ら は、 あの 

危険な 開口 をの ぼり、 大 烈風 を やぶった。 それだけで 

だ い はぎ よ う 

も、 前人 未 達の 大 覇業と いう ことができる。 帰ろう。 

今夜 は 蘚苔の なかへ 寝て、 明日 は 戻ろう」 

しかし、 それが もう 出来 なくなつ ていたと いうの は、 

なにも、 さっき 掘った 洞が 塞った というの ではない。 

とにかく、 その 夜 四 人 を 包み はじめた 不思議な 力 をみ 

ハ I モ. サム バ. チョウ 

れば 分る。 つまり 「天 母 生 上の 雲 湖」 の 淀に 従わされ 

たの だ。 その 夜、 なにやら ケ ティが 草に 言い はじめた。 

「マァ 二の 草、 あたしに 惚れた つて、 お前 じ や 駄目よ。 



これが、 ケル ミッシュの 予感と いう もの か。 彼と ケ 

ティ は 雪崩のう え を 渡り、 「天 母 生 上の 雲 湖」 の 奥 ふか 

くへ と 消えた ので ある。 折 竹 も、 続こうと したが 起き 

あがる ことが 出来ぬ。 その 間に、 ごうごうと 続く 堆石 

のな がれが、 しだいに 橋と なった 雪崩 を 払って ゆく の 

だ。 

「ああ、 せめて 這いでも できれば、 俺は往 くんだ のに 

…：- J 

万斛の 恨みが、 いま 分秒 ごとに 消えて ゆく 雪 橋のう 

えに 注がれて いる。 援蔣ル —ト をふさぐ …… 

ナブ ナティ ョ ■ ラ ハ —ド 

九十 九 江 源 地へ ゆく 千載の 好機が、 いま 折 竹の 企図と 



ともに 永遠に 消えようと している。 彼 は、 打撲と 凍傷 

で 身動き も 出来な くな つていた。 

「本望だろう。 ケ ティ は、 遠い 遠い むかしの、 血の 

揺籃の なかへ 帰った。 ケル ミッシュ は、 現実 をの がれ 

て 夢想の 理想郷へ いった。 二人 はいいが …… せっかく 

此処まで 漕ぎつ けて 失敗る 俺 は 哀れ だ」 

となお も 手 をつ いて 起き 上ろうと 試みた とき、 ふと 

掌の したに 紙の ような 手触り を 感じた。 みると、 ケル 

ミッシュが 書いた 走り書きの ような ものだった。 

折 竹 君 II 



僕と ケ ティ は、 これから この 世界の 向う側の 国へ ゆ 

く。 君 は、 現実 逃避 をす る 僕を嗤 うだろう。 しかし、 

素志 を 達した 僕 は、 このうえ もな く 満足 だ。 あの 

「天 母 生 上の 雲 湖」 に は 何が あるだろう。 ュ— ト ピア 力 

しかし 僕 は、 小説に あるよう な 美し さは 求めて ない。 

きっと そこに は、 冬眠 生理で も あるよう な 人間が いる 

だろう。 ながい 冬 は 眠り、 短い 春 は 耕す —— そういう 

世界に こそ ュ —„ ^ピア は あるの だ。 

君よ、 悠久う ごかぬ 雲に 覆われた 魔境 

「チ母 生 上の 雲 湖」 とともに、 時々、 僕と ケ ティの こと 

も 思いだ して くれ 給え。 なお ダ ネック は 雪崩の したに 



いるよ。 

は し 

雪 橋 を わたる まえ と り 急ぎ 

ケ ルミ ッシ ュ より 

その 夜、 主峰の 雲の なかで 囂々 と 雷が 荒れた。 電光 

が、 尖 峰 を わたりながら、 アジアの 怒りの ように …… 

ダ ネックへ は 死、 ケ ティと ケル ミッシュ は 己が 手に お 

さめ …… 一 人た だ 日本人 折 竹の みに 生還 を 許した ので 

ある。 そして 折 竹 は、 》》 〔# 「けものへん + 果」、 U + 

7313、 181-1S 〔# 「けものへん + 羅」、 11 + 7380、 181-1S の 

ッ ヮグリ ナブ ナティ ョ ■ ラハ— ド うわごと 

人夫の 背に 負われて、 zwagri、 九十 九 江 源 地と 囈言を 
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